
第１項 各箇所において要員需給が厳しく支社からの兼務や相互運用で出面を確保している 

現状である。要員を確保し、休日出勤に頼らず希望通りの年休が取得できるよう是正

すること。また、兼務や相互運用の際の教育・訓練は確実に実施すること。 

会社回答 業務の運営に必要な要員は確保していく考えである。 

     また、引き続き、必要な教育。訓練を実施していく。 

     なお、相互運用等に対する教育は、養成や教育の期間を確保した上で、習熟 

度に応じた教育の実施、研修や現場第一線でOJTを実施している。 
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７月１２日に行われました八王子地本第２９回定期大会において、代議員から新人事賃金制

度に対する不安や悩みなどの発言が多くありました。また「融合と連携」加速する中で相互運

用や要員逼迫、お客さまサービスと安全レベルの低下を懸念する職場からの悲痛の声があげ

られていました。 

定期大会で出された発言をもとに以下の４項目を申し入れ、団体交渉をおこないました。

休日出勤が増えている実態。生活サービス事業にも

取り組んでいく中で、各職場で担っているため業務量

が増えている。 

社長が会見で鉄道事業の必要人員

は 34000名。現在は 40000名

と話している。支社の見解は？ 

必要な要員は確保しているが、要員がひっ迫すること

がある実態は把握している。休日出勤がない状態が

ベストな状態。社員の柔軟な運用などを取り組んでい

きたい。 

休日勤務は増えているのか？ 
 

我々としては休日出勤を良いと思っていない。お互いに少な

くしていきたいことは認識があっている。しかし職場の雰囲気

は「休勤がつらい」「人が少ない」と言いづらい状況。これは危

機的ではないか？ 

ベストな状態に近づけるよ

う、健康経営の観点からも

取り組んでいきたい。 

我々からすれば社長会見は現場から反響を呼んでいる。職場の組合員や社員からガッカリする声を聴

いている。このままでは入った新入社員もやめてしまうのではないか？しかし数年行った交渉の中

で、支社の回答は変わっていない。我々は危機感を持って項目を挙げている。 

休日出勤・超勤を減らしていく事はお互いに確認！ 



第１項 各箇所において要員需給が厳しく支社からの兼務や相互運用で出面を確保している 

現状である。要員を確保し、休日出勤に頼らず希望通りの年休が取得できるよう是正

すること。また、兼務や相互運用の際の教育・訓練は確実に実施すること。 

会社回答 引き続き、関係個所と連携して対応していく考えである。 

     なお、駅社員等による、列車の条項のお手伝いが必要なお客様の介助について、 

お客様にお待ちいただく時間の短縮と駅係員等の誤案内及び対応失念の防止な 

どを目的に事前にご連絡をいただけるよう案内を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 

野中 広俊 

2025／10／2４ 

№2８ 

第2項   サービスレベル低下を防ぐために、乗降の補助を要するお客様の対応を安全かつ 

スムーズに行える体制を構築すること。 

ホームページで周知している。 

乗降補助の依頼を事前にご連絡いただけ

るよう案内を行っているとは？ 

お出かけサポートをホームページから申し込み

できるシステムを指している。 

お客様にスムーズに乗ってもらう一環で

お出かけサポートを行っている。 

直接周知していないのであれば周知

すればよいと思う。 

その通りだと思う。いま提起してもらった部分は、お客

様に使用してもらいたい観点で受け止めたい。 

相互運用を行う中でどれくらいの

期間で養成を行っているのか？ 

不安なく業務を行うことが前提。それを見た上での 

養成期間を決めている。 

要員が少ないから前倒しして一本に 

するのは好ましくない認識か？ 

 

習熟度を見た上で前倒しすることはある。 

要員不足により前倒しして一本に

させないことを確認したい。 

社員一人ひとりとコミュニケーションをとり不安がない 

状態で一本にしていきたい。 



会社回答 新たな着席サービスが定着し、車掌の社内巡回・改札業務が変化したことから

乗務体制の見直しを行っているものであり、一人乗務を基本とした乗務体制を

変更する考えはない。 

     なお、引き続き、お客様のご利用状況等は把握していく考えである。 
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ご利用が多い時間帯の体制として駅の要員を

厚くする体制は必要。 

意見は受け止めたいが今の体制でやっていく事は 

変わらない。 

「人を増やせ」は短絡的と思うかもしれないが、 

お客様はＪＲ東日本のサービスを見ている。 

要員について検討してもらいたい。 

意見は受け止めたい。当社の基盤はお客様の信頼。 

 

第2項   サービスレベル低下を防ぐために、乗降の補助を要するお客様の対応を安全かつ 

スムーズに行える体制を構築すること。 

第3項  旅行需要の拡大により、中央線特急の一人乗務は車内改札業務が全車両終わらない   

現状があるため、車内秩序維持も含め車内改札要員を確保し料金逋脱防止を図ること。 

職場の声を把握しているのか？ 回り切れない声も聞いている。 

事前購入の原則に則り対策をしている。 

社員には回り切れなかった状況を報告してもらいたい 

と言っている。回りきるために安全性低下につながることは良くない。 

それは当たり前のことであり納得できる回答出ない。回答が硬直的である。社員の声や発意

に対し、支社の硬直的な姿勢はいかがなものか？その回答では納得いかない。 

お客様の実態や職場の声を把握した上で、料金逋脱防止をどう

するのかを考えないのか？この間、指導もいるから乗務するこ

ともできると提案してきた。一人乗務を担い便乗する中で便乗

乗務ができない。一人乗務の施策を担った我々は何だという声

も出る。把握した何をしたか？ 

把握は常に行っている中

で、一人乗務で行い臨

時の乗務を行わない回

答になる。 



第3項  旅行需要の拡大により、中央線特急の一人乗務は車内改札業務が全車両終わらない   

現状があるため、車内秩序維持も含め車内改札要員を確保し料金逋脱防止を図ること。 

会社回答 必要な設備については整備を検討していく考えである。 
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お客様へ不平等感を与えない・車内秩序の維持・乗務員としてのやりがいを持

たせる、その三点を大事にしていく認識を合わせたい。 
 

その通り。 
 

第4項  お客さまの命を守り、事故・事象を未然に防ぐ観点から、現場社員の声をもとに設備 

対策を講じること。 

カーブ等で先を見られない駅なのにＩＴＶが設置されないなど、 

乗務員の声が反映されていないのではないか？ 

声は把握している。 

駅に特情がある。そこを把握しているなら、

その駅で起きた事故に対して乗務員の責任

にしないでほしい。 

すべてが責任ないとは言い切れないが、 

責任追及でなく原因究明を行っていく。 
 

意見を受けたい。しかししっかり調査して行

うものなので、現場に中途半端な状態で 

返せない。決まったものは伝える。 
 

職場にＩＴＶの設置について示してもらえれば

労働組合として項目に挙げることはない。  

何年かかって設置する、そのためにフォロー 

することが出ていればこのような声は出ない。 

社員とのコミュニケーションは

大事だし、継続して取り組んで

いきたい。 

我々も出された進捗状況があれば組合員に伝えていくし、

知っていればこの項目を上げることはない。我々の声を受

け止めているだけで何も変わってないと思ってしまう。  

どのようなフィードバックが職場であるか掴んでいき、どの

ような変化があるかを期待したい。 

その通り。 


